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大分市自転車活用推進計画の改訂について

令和６年１０月

都市計画部 都市交通対策課

資料２
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・本計画は、自転車活用推進法第１１条に基づき、令和２年４月に策定した。

・計画期間は令和２年度から令和６年度までの５年間としており、今年度に計画の改訂を行う。

・自転車活用推進法では、市町村の計画策定にあたっては、国や県の計画を勘案し、地域の実情に応じた
計画を定めることとされている。

⼤分市⾃転⾞活⽤推進計画の改訂について

勘案勘案

自
転
車
活
用
推
進
法

施
行

大分県自転車活用
推進計画2019

大分市自転車利用
基本計画（H18～）

大分市自転車活用推進計画 第２次大分市自転車活用推進計画
策
定

改
訂

取組を検証し、反映

自転車活用
推進計画

第２次自転車活用推進計画

大分県自転車活用推進計画2022

取組を検証し、反映
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基本方針 ： バイシクルフレンドリータウン ～自転車が似合うまち～ の創造

「都市環境」「健康」「観光」「思いやり（安全・安心）」の各分野における課題等に対応した
各種施策の取組を進めている。

(1)安全基準に適合した自転車購入の促進
(2)自転車の点検整備の促進
(3)自転車損害賠償責任保険の加入促進

(1)自転車安全利用五則の周知
(2)世代に応じた自転車ルール・マナーの啓発
(3)自転車ヘルメット着用の促進
(4)通学路等の安全の確保

(1)災害時に備えた市職員の自転車利用の促進
(2)災害発生時における放置自転車等の活用
(3)災害発生時におけるシェアサイクルの活用

(1)｢大分市自転車走行空間ネットワーク整備計画｣
の推進

(2)自転車通行空間を確保するための取組
(3)自転車案内サイン整備の推進

(1)｢大分市自転車等駐車場整備計画｣の推進
(2)附置義務による民間駐輪場の確保
(3)放置自転車対策の推進
(4)自転車盗難対策の推進

(1)シェアサイクル事業の推進
(2)サイクルアンドライドの促進
(3)将来的なＭａａＳ導入を見据えた自転車利用環境
の構築

(4)ＩｏＴ等の活用

本市の現⾏計画の概要

自転車で 便利で快適、きれいなまち おおいた目標１

自転車で 心と体が元気になるまち おおいた目標２

自転車で たくさん魅力が見えるまち・
魅力をつなげるまち おおいた目標３

自転車に みんなが正しく乗れる
安全・安心なまち おおいた目標４

都市
環境

(1)自転車の魅力の発信
(2)自転車通勤の促進

(1)サイクルスポーツに親しむ機会の創出
(2)多様な自転車を楽しめる環境づくり

(1)市民参加・体験型のサイクリングイベント等
の実施

(2)観光地における自転車利用環境の充実
(3)自転車マップの充実

(1)市域を超えたサイクリングイベントの開催
(2)サイクリングの拠点づくり
(3)広域サイクリングルートの構築

１.安全で快適な
自転車通行空間
づくり

２.便利で適切に
利用される
駐輪環境づくり

３.交通施策と
連動した
便利で多様な
仕組みづくり

４.情報発信等による
自転車利用の促進

５.サイクルスポーツ
の普及促進

健康

６.自転車を活かした
観光・地域振興の
推進

７.サイクル
ツーリズムの推進

８.安全な自転車等の
普及促進

９.自転車ルール・
マナーの啓発

10.災害時の自転車
活用方策の検討

思い
やり

観光



3

設定項目

関

連

す

る

目

標

数値目標 実 績

現況計画
策定時
の状況

目標値 R2 R3 R4 R5 R6

①自転車ネットワーク
整備延長 －

▲ 25km
（5年間）

7.755km
(7.755)

12.625km
(4.870)

22.114km
(9.489)

28.094km
(5.980) -

計画よりも早い
ペースで進捗し
ている。※（ ）は単年度整備延長

②自転車イベントの
観客と参加者の人数

49,834人
（R元年度）

▲ 73,000人
（年間）

コロナ禍
により
観戦自粛
要請

2,994人 27,923人 44,477人 -
目標値には届い
ていないが、
レース動画の
配信は一定程度
の再生回数がみ
られる。（参考）：ｻｲｸﾙﾌｪｽの公式YouTube動画 総再生回数 37,062回 44,948回 40,559回 28,186回 -

③自転車ルール・マナー

啓発活動の回数
21回

（R元年度）

▲ 35回
（年間）

31回 34回 32回 37回 -
関係機関と連携
し、順調に実施
している。

④自転車事故の件数 244件
（H30年）

▲

年間220
以下の定着化

218件 210件 201件 197件 -
事故件数は、
年々減少して
いる。

⑤自転車を週１回以上
利用する市民の割合

28％
(H31年4月)

▲ 30％
(R6年度)

－ － － － 28.5％
※

利用率向上に
向け、引き続
き各種施策に
取り組む必要
がある。

本市の現⾏計画の現況

都市
環境

思い
やり

健康観光

思い
やり

都市
環境

健康

観光
思い
やり

※（参考） 大分市の自転車利用環境に関するアンケート
調査対象者 ： 12歳以上の市民（中学生以上）
配 布 数 ： 1,500通
回 収 率 ： 36.1％
調 査 期 間 ： R6.6.5～R6.6.21
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・現行計画で、国・県の第２次計画の各施策は勘案できているが、改訂にあたっては、一部の取組を見直す。

国・県との施策の整合（1/2）

分野 国（第2次） 県（第2次） 市（現行）

都
市
環
境

１．地方公共団体における
計画策定・施策実施の促進

5．自転車通行ネットワークの計画的な整備促進

２．自転車通行空間の計画的な整備推進 5．自転車通行ネットワークの計画的な整備促進 １.安全で快適な自転車通行空間づくり

３．路外駐車場等の整備や
違法駐車取締りの推進等

７．地域のニーズに応じた駐輪場等の整備促進
8．違法駐車の取締りの推進

※違法駐車の取締りについては県警が所管

４．シェアサイクルの普及促進 9．シェアサイクル等の利用促進
２.交通施策と連動した便利で多様な仕組みづくり

２－(１) シェアサイクル事業の推進

５．地域の駐輪ニーズに応じた
駐輪場の整備推進

７．地域のニーズに応じた駐輪場等の整備促進 ３.便利で適切に利用される駐輪環境づくり

６．情報通信技術の活用の推進
※第4章「総合的かつ計画的に推進するための方策」に

「情報通信技術の活用の検討」について記載あり

２.交通施策と連動した便利で多様な仕組みづくり

２－(４) IoT等の活用

７．生活道路での通過交通の抑制や
無電柱化と合わせた取組の実施

６．生活道路における通行空間の安全性の向上
１.安全で快適な自転車通行空間づくり

１－(２) 自転車通行空間を確保するための取組

健
康

８．国際規格に合致した
自転車競技施設の整備促進

４．サイクルスポーツの振興

９．公道や公園等の活用による
安全に自転車に乗れる環境の創出

２．誰もが安全に自転車に乗れる環境の創出
3．大分が誇る観光資源を活かした
サイクルツーリズムの推進

４．サイクルスポーツの振興

５.サイクルスポーツの普及促進

５－(２) 多様な自転車を楽しめる環境づくり

１０．自転車を利用した健康づくりに関する
広報啓発の推進

１．自転車の日常的な利用を通じた
健康づくりの推進

４.情報発信等による自転車利用の促進

１１．自転車通勤等の促進
１．自転車の日常的な利用を通じた
健康づくりの推進

４.情報発信等による自転車利用の促進
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国・県との施策の整合（2/2）

分野 国（第2次） 県（第2次） 市（現行）

観
光

１２．国際会議や国際的な
サイクリング大会等の誘致

４．サイクルスポーツの振興 ５.サイクルスポーツの普及促進

１３．走行環境整備や受入環境整備による
世界に誇るサイクリング環境の創出

3．大分が誇る観光資源を活かした
サイクルツーリズムの推進

１. 安全で快適な自転車通行空間づくり
６.自転車を活かした観光・地域振興の推進
７.サイクルツーリズムの推進

安
全

・
安
心

１４．高い安全性を備えた
安全な自転車の普及促進

１2．自転車の点検整備等による安全性の確保 ９.安全な自転車等の普及促進

１５．多様な自転車の開発・普及の促進【新規】 2．誰もが安全に自転車に乗れる環境の創出
４.情報発信等による自転車利用の促進
５.サイクルスポーツの普及促進

５－(２) 多様な自転車を楽しめる環境づくり

１６．自転車の点検整備を促進するための
広報啓発等促進

１2．自転車の点検整備等による安全性の確保
９.安全な自転車等の普及促進

９－(２) 自転車の点検整備の促進

１７．交通安全意識の向上に資する広報啓発
活動の推進や指導・取締りの重点的な実施

１0．交通安全意識の高揚に資する
広報啓発等の重点的な実施

８.自転車ルール・マナーの啓発

１８．学校等における交通安全教室の
開催等の推進

１1．交通安全教育の推進 ８.自転車ルール・マナーの啓発

１９．地方公共団体における
計画策定・施策実施の促進（再掲）

5．自転車通行ネットワークの計画的な整備促進

２０．自転車通行空間の
計画的な整備の推進（再掲）

5．自転車通行ネットワークの計画的な整備促進 １.安全で快適な自転車通行空間づくり

２１．災害時における自転車の活用の推進
※第2章「自転車を取り巻く現状と課題」に

「災害時の自転車活用の重要性」について記載あり １0．災害時の自転車活用方策の検討

２２．損害賠償責任保険等の加入促進【新規】
13．自転車損害賠償責任保険等への
加入促進【新規】

９.安全な自転車等の普及促進

９－(３) 自転車損害賠償責任保険の加入促進

方向性
現⾏計画を維持することとし、各種取組の⾒直しを⾏うことで、引き続き、「だれもが安全かつ

快適に⾃転⾞を利⽤できる社会の実現」を目指します。
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年 月 予 定

令和６年
１０月 第１回 大分市自転車活用推進協議会（第１章～第３章）

１１月 第２回 大分市自転車活用推進協議会（第４章～第７章）

令和７年
１月 第３回 大分市自転車活用推進協議会 (素案の提示）

２月 パブリックコメント実施

３月

第４回 大分市自転車活用推進協議会（素案の修正）

大分市自転車活用推進計画（改訂版）の完成

今後のスケジュール

< スケジュール案>


